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太
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一
及
び
六
に
つ
い
て

全
車
種
を
対
象
と
し
た
東
北
地
方
の
高
速
道
路
（
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
地
方
道
路
公
社
の
管
理
す
る
有
料
道
路
の
い
わ
ゆ
る
「
無
料
化

」
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
の
状
況
や
復
旧
・
復
興
の
状
況
、
被
災
地
域
の
要
望
、
与
党
及
び
野
党
に
お

け
る
議
論
等
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
道
路
交
通
に
与
え
る
影
響
も
考
慮
し
つ
つ
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
第
一
次
補
正
予
算
の
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
高
速
道
路
の
無
料
化
社
会
実
験
の
一
時
凍
結
に
よ
り
既
定
経
費
を
千
億
円
減
額
す
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
利

便
増
進
事
業
（
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第

四
条
第
十
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
利
便
増
進
事
業
を
い
う
。
）
と
し
て
実
施
し
て
い
る
料
金
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
料
金
を
い
う
。
）
の
割
引
の
見
直
し
を
行
い
、
御
指
摘
の
「
休

日
上
限
千
円
」
等
の
上
限
料
金
制
の
廃
止
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
が
二
千
五
百
億

一



円
を
国
庫
に
納
付
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

高
速
道
路
の
無
料
化
社
会
実
験
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書（
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
七
〇
号
）

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て
の
第
三
段
落
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二


